















































れた。0.1Sb を含む合金中に存在する真円度の高い球状黒鉛を断面 TEM 観察すると、
中心部は蜘蛛の巣状フリンジを示す領域、その周りは層状でかつ環状の組織から構成
されていた。Sb添加合金にも観察された真円度の高い球状黒鉛も、Sn添加合金と同様
の層状組織を持つと考えられた。
第６章では、Sn、Sbを添加した球状黒鉛鋳鉄に対する熱処理の影響を調べている。
機械的性質、光学顕微鏡、SEM、断面 TEMによる組織観察を行ったところ、0.1％ま
での Sn 添加合金に熱処理を施すと、伸びと衝撃吸収エネルギーが大幅に改善された。
また 0.1％までの Sb添加合金では、熱処理によって伸びと衝撃吸収エネルギーが大幅
に改善された。なお Sbの添加によって生成したパーライトは、熱処理を施すことによ
って分解し、基地組織はフェライト化しており、Snとは異なる機構によって球状黒鉛
鋳鉄の特性を改善するものと考えられた。
第７章では、厚肉な球状黒鉛鋳鉄に生成するチャンキー黒鉛の機械的性質に及ぼす
影響を調べて、TEMによるミクロ組織解析と対応させた。その結果、チャンキー黒鉛
は球状黒鉛と形態的には異なる外観を持つが、TEMレベルでのミクロ組織では一般的
な球状黒鉛と変わらなかった。また、厚肉の球状黒鉛鋳鉄に発生するチャンキー黒鉛
を防止するために Sbの添加を行った。その結果、厚肉でもチャンキー黒鉛の発生は見
られなかったことから、伸びと衝撃吸収エネルギーに優れた厚肉鋳物を生産する技術
をとして確立できた。
本研究において、球状黒鉛の電子顕微鏡による新たな組織観察方法を開発するとと
もに、その観察結果から得られた知見により、これからの球状黒鉛鋳鉄の特性を改善
することに寄与する技術を開発した。
